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レジストリとは？

• 目前の患者さんにベストな治療を提供した
–自分たちがやったことは正しいのか？

データがなければ何もわからない

If we don’t measure it, 

we can’t prove it

History of CVIT Registry

• 2006-2008 Launch of Initial Version of PCI Registry

• 2008 Simplified Version Launched

• 2010 CVIT Registry Subcommittee Established

– Annual Meeting during the Scientific Sessions
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Nomenclature
（ノメンクラチャ）

Bufalino VJ, Masoudi FA, et al. Circulation. 2011;123:2167-2179

Clinical

Research

Clinical

Database

Meaningful Role in Clinical Practice / 

Healthcare Reform 

Standard Data Elements / Definitions

Quality

Improvement
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ホームページ
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2013年
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ぜひ ご活用ください

Benchmarking

2015年
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J-PCI Research Proposal の基本運用

• ５頁程度の Proposalを既存項目に則り記載し提出

• 匿名化し実現可能性を解析担当者が吟味
• そのまま 10名程度の専門委員が点数付与

• 委員会で採否を議論・理事会で承認
• 例年1月に打ち合せ開始

– 1-2月に初期解析（基本統計量提示）

– 2-3月に複合解析（重症度補正等実施）

– 4-5月に論文化
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事前レビュー時点で、応募者情報は全て
ブラインドされた状況で審査は⾏われます

応募された Research Proposalは 事務局で申請者が特定できる情報を全て削除し、誰から応募されたものか分からない（ブラインドされた）
状況で審査を⾏い、① 解析担当の事前レビュー、② コアメンバーによる Feasibility（実現可能性）チェック、最後に ③ 委員会全委員にて
点数を付与

毎年 8月から 9月にかけて公募

Publish （成果報告）済みの Projectは

2015年以降で 42件

会員の先生方主導のものが32件
学会内の委員会主導のものが 5件

AMEDとの共同開発が 3件（Publish済は2件）
厚生労働省班研究課題が 3件（Publish済は2件）

https://www.cvit.jp/registry/research-proposal.html
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今後何ができるか？

• 急性心不全・心原性ショック・心肺停止という Critical Condition

での手技に関する情報収集

–全症例の 5%程度に過ぎないが、死亡例の大多数を占める

• 作成されたリスクスコアを活用するためのプラットフォーム作成

「リスクを可視化する」
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今後何ができるか？

• 急性心不全・心原性ショック・心肺停止という Critical Condition

での手技に関する情報収集

–全症例の 5%程度に過ぎないが、死亡例の大多数を占める

• 作成されたリスクスコアを活用するためのプラットフォーム作成

• 現場の医師にしか判断できない Data Elementの試験的収集

心血管カテーテル治療

Device Procedure

Technique Interventionalist
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レジストリは必要だが…

今後何ができるか？

• 急性心不全・心原性ショック・心肺停止という Critical Condition

での手技に関する情報収集

–全症例の 5%程度に過ぎないが、死亡例の大多数を占める

• 作成されたリスクスコアを活用するためのプラットフォーム作成

• 現場の医師にしか判断できない Data Elementの試験的収集

• Registry-Based Randomized Controlled Trialでの検証

–日本でのアタリマエを発信していく
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Keio interhospital Cardiovascular Study

実臨床
リアルワー

ルド

ランダム化
比較試験

診療
ガイドライン

Registry based RCT

Registry based RCT

レジストリを基盤とした RCT

治療A

治療B

VS

レジストリの立ち位置 と 結果の社会的還元

AMED Related Projects

• Quality Improvement

– Benchmarking

• Long-Term Prognosis
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